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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期
累計期間

第38期
第３四半期
累計期間

第37期

会計期間

自平成25年
　３月１日
至平成25年
　11月30日

自平成26年
　３月１日
至平成26年
　11月30日

自平成25年
　３月１日
至平成26年
　２月28日

売上高 （百万円） 206,457 212,358 273,797

経常利益 （百万円） 8,691 8,711 10,251

四半期（当期）純利益 （百万円） 5,053 5,020 1,190

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 17,658 17,658 17,658

発行済株式総数 （千株） 34,682 34,682 34,682

純資産額 （百万円） 87,181 87,428 83,246

総資産額 （百万円） 277,008 292,165 271,009

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 146.06 144.88 34.40

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 145.66 144.71 34.31

１株当たり配当額 （円） 16.0 16.0 32.0

自己資本比率 （％） 31.5 29.9 30.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 7,511 9,523 12,219

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △14,997 △9,081 △18,696

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 8,828 307 7,520

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,623 5,073 4,323

 

回次
第37期

第３四半期
会計期間

第38期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成25年
　９月１日
至平成25年
　11月30日

自平成26年
　９月１日
至平成26年
　11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 41.09 20.29

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

ホームセンター業界では、緩やかな景気回復基調が続く中、消費税増税前の駆け込み需要により生活必需品を

中心に売上が大幅に伸び、一方、増税後の反動減は限定的なものにとどまったことから、夏場の天候不順や本格

的な冬の訪れの遅れ等により季節品の動きが低調だったものの当第３四半期累計期間の売上はおおむね堅調に推

移しました。今後については、景気持ち直しが期待される中、円安のゆくえや欧州の不安定な状況の影響も懸念

され、相変わらず不透明な状況が続いております。

この様な状況のもと、当社は、当第３四半期累計期間にホームセンター１０店舗（宮城県、茨城県、神奈川

県、三重県、京都府、大阪府、奈良県、岡山県、福岡県）、プロを５店舗（宮城県、神奈川県、三重県、兵庫

県、福岡県）出店した他、ホームセンター１店舗を閉店したため、１１月末現在の店舗数は３０４店舗（ホーム

センター２５９店舗、プロ４５店舗）となりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は212,358百万円（前年同四半期比2.9%増）となりました。商品部

門別では、工具、塗料・作業用品、日用品、ペット用品等は堅調でしたが、住宅設備機器関連、家電、サイク

ル・レジャー等が低調な売上となりました。

売上総利益率が急速な円安進行に伴う仕入原価の上昇等から35.9%と前年同四半期比0.2ポイント低下しました

が、売上高が2.9%増加したことにより、売上総利益は76,152百万円（前年同四半期比2.1%増）となりました。営

業収入は10,064百万円（前年同四半期比0.5%増）となり、店舗数の増加に伴う人件費、減価償却費などの増加に

より、販売費及び一般管理費が75,997百万円（前年同四半期比2.0%増）と増加したものの、営業利益は10,219百

万円（前年同四半期比1.5%増）と増加しました。

経常利益は、8,711百万円（前年同四半期比0.2%増）と微増となったものの、四半期純利益は、5,020百万円

（前年同四半期比0.7%減）と減益になりました。

（財政状態の変動状況）

当第３四半期会計期間末の総資産は前期末より21,155百万円増加し、292,165百万円となりました。建物が

1,937百万円、その他有形固定資産が6,150百万円、商品及び製品が9,647百万円それぞれ増加したことなどによ

ります。

当第３四半期会計期間末の純資産は87,428百万円で、自己資本比率は前期末より0.8ポイント低下し29.9%とな

りました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べ749百万円増加し、5,073百万円となり

ました。

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益が8,549百万円となった他、仕入債務の増加額

9,176百万円などの収入がありましたが、たな卸資産の増加額9,512百万円及び法人税等の支払額3,343百万円

などの支出により、9,523百万円の収入（前年同四半期比26.8%増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、新規出店等に伴う有形固定資産の取得による支出8,043百万円及び

差入保証金の差入による支出1,639百万円などにより、9,081百万円の支出（前年同四半期比39.4%減）となり

ました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、セール・アンド・割賦バックによる収入3,531百万円及び借入金の

純増加額774百万円など収入がありましたが、割賦債務の返済額2,033百万円及び配当金の支払額1,094百万円

などの支出により、307百万円の収入（前年同四半期比96.5%減）となりました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年１月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 34,682,113 34,682,113
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100

株であります。

計 34,682,113 34,682,113 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成26年９月１日～

平成26年11月30日
－ 34,682,113 － 17,658 － 17,893

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　400 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　 34,604,800 346,048 同上

単元未満株式 普通株式　　　 76,913 － －

発行済株式総数 34,682,113 － －

総株主の議決権 － 346,048 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数14個が含まれております。

②【自己株式等】

平成26年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

コーナン商事株式会社
堺市西区鳳東町４丁401番

地１
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

（注）上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が165株あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の株式数に100株、「単元未満株式」

の株式数に65株を含めております。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年９月１日から平成26

年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　1.0％

売上高基準　　　0.0％

利益基準　　　　0.6％

利益剰余金基準　0.5％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成26年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,342 5,092

売掛金 3,473 4,374

商品及び製品 65,461 75,108

原材料及び貯蔵品 784 649

繰延税金資産 1,484 1,578

その他 5,220 7,736

貸倒引当金 △192 △223

流動資産合計 80,573 94,317

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 81,250 83,188

土地 29,218 29,054

建設仮勘定 1,307 1,091

その他（純額） 20,551 26,701

有形固定資産合計 132,328 140,035

無形固定資産 4,804 4,618

投資その他の資産   

投資有価証券 1,541 1,058

破産更生債権等 21 －

差入保証金 46,776 47,143

繰延税金資産 2,042 1,364

その他 2,980 3,664

貸倒引当金 △58 △37

投資その他の資産合計 53,302 53,194

固定資産合計 190,435 197,847

資産合計 271,009 292,165

負債の部   

流動負債   

買掛金 19,219 28,395

短期借入金 13,000 6,500

1年内返済予定の長期借入金 30,438 28,958

1年内償還予定の社債 625 312

未払法人税等 1,505 1,029

賞与引当金 1,236 1,884

店舗閉鎖損失引当金 55 4

その他 10,425 12,106

流動負債合計 76,504 79,190

固定負債   

社債 156 －

長期借入金 72,410 81,165

受入保証金 13,765 13,367

商品自主回収関連損失引当金 7,434 5,605

資産除去債務 2,125 2,216

その他 15,366 23,190

固定負債合計 111,258 125,545

負債合計 187,763 204,736
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成26年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 17,658 17,658

資本剰余金 17,917 17,921

利益剰余金 47,712 51,623

自己株式 △115 △0

株主資本合計 83,173 87,202

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 83 225

繰延ヘッジ損益 △10 △0

評価・換算差額等合計 73 225

純資産合計 83,246 87,428

負債純資産合計 271,009 292,165
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

売上高 206,457 212,358

売上原価 131,854 136,206

売上総利益 74,602 76,152

営業収入 10,011 10,064

販売費及び一般管理費 74,543 75,997

営業利益 10,070 10,219

営業外収益   

受取利息 99 99

受取配当金 35 24

為替差益 61 －

匿名組合投資利益 85 92

その他 125 150

営業外収益合計 408 367

営業外費用   

支払利息 1,608 1,571

為替差損 － 108

その他 179 195

営業外費用合計 1,787 1,874

経常利益 8,691 8,711

特別利益   

受入保証金解約益 98 366

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 51

特別利益合計 98 417

特別損失   

固定資産売却損 － 27

固定資産除却損 33 260

減損損失 116 292

特別損失合計 149 580

税引前四半期純利益 8,639 8,549

法人税、住民税及び事業税 3,752 2,956

法人税等調整額 △166 572

法人税等合計 3,586 3,528

四半期純利益 5,053 5,020
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 8,639 8,549

減価償却費 5,821 6,120

のれん償却額 124 124

商品自主回収関連損失引当金の増減額（△は減

少）
－ △1,829

受入保証金解約益 △98 △366

固定資産売却損益（△は益） － 27

固定資産除却損 33 260

減損損失 116 292

受取利息及び受取配当金 △135 △123

支払利息 1,608 1,571

売上債権の増減額（△は増加） △972 △901

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,146 △9,512

仕入債務の増減額（△は減少） 7,280 9,176

その他 160 975

小計 14,433 14,364

利息及び配当金の受取額 41 30

利息の支払額 △1,531 △1,527

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △5,431 △3,343

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,511 9,523

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △14,163 △8,043

有形固定資産の売却による収入 － 148

投資有価証券の償還による収入 500 －

差入保証金の差入による支出 △2,058 △1,639

差入保証金の回収による収入 1,821 1,269

預り保証金の受入による収入 197 385

預り保証金の返還による支出 △574 △465

その他 △719 △736

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,997 △9,081

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 61,500 76,000

短期借入金の返済による支出 △53,000 △82,500

長期借入れによる収入 25,500 30,400

長期借入金の返済による支出 △23,343 △23,125

リース債務の返済による支出 △317 △403

セール・アンド・割賦バックによる収入 1,525 3,531

割賦債務の返済による支出 △1,531 △2,033

社債の償還による支出 △468 △468

配当金の支払額 △1,035 △1,094

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,828 307

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,342 749

現金及び現金同等物の期首残高 3,280 4,323

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 4,623 ※１ 5,073
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期累計期間

（自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日）

現金及び預金勘定 4,642百万円 5,092百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △18 △18

現金及び現金同等物 4,623 5,073

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月30日

定時株主総会
普通株式 553 16.0 平成25年２月28日 平成25年５月31日 利益剰余金

平成25年11月15日

取締役会
普通株式 553 16.0 平成25年８月31日 平成25年11月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月29日

定時株主総会
普通株式 553 16.0 平成26年２月28日 平成26年５月30日 利益剰余金

平成26年10月10日

取締役会
普通株式 554 16.0 平成26年８月31日 平成26年11月10日 利益剰余金

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

当社は、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

当社は、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 146円06銭 144円88銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 5,053 5,020

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 5,053 5,020

普通株式の期中平均株式数（株） 34,601,578 34,650,311

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 145円66銭 144円71銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 92,900 41,889

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

────── ──────

 

２【その他】

平成26年10月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………554百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………16円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年11月10日

（注）平成26年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成27年１月８日

コーナン商事株式会社   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　洋之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙﨑　充弘　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーナン商事株

式会社の平成26年３月１日から平成27年２月28日までの第38期事業年度の第３四半期会計期間（平成26年９月１日から平

成26年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コーナン商事株式会社の平成26年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

コーナン商事株式会社(E03273)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第３四半期累計期間

	（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

